
日時：2019年3月10日（日）13：00～17：30

　　会場：愛知大学名古屋校舎厚生棟３階　会議室

◆13：00～13：10　シンポジウムの趣旨　ICCS運営委員・元所長　高橋五郎（進行）

＊聴講無料、申込不要、使用言語（日本語）

”日本化”する？中国農業

—「アズキと東アジア」「WTO体制下の中国農業・農村問題」の視角からー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   田島俊雄（東京大学名誉教授）

◆第一報告　14：10～14：30

中国農業問題との対話：私の中国農業問題研究方法の骨格 ............ 大島一二（桃山学院大学）

◆第二報告　14：30～14：50

日中農業問題の研究法：私の日中農業問題研究の方法の骨格 ....... 金　湛（南九州短期大学）

◆第三報告　14：50～15：10

日系食品企業における中国国内販売の拡大可能性に関する研究 ... 佐藤敦信（追手門学院大学）

◆第四報告　15：20～15：40◆第四報告　15：20～15：40

土から探る中国に於ける農業問題－土は社会を反映する－ ............ 高橋五郎（愛知大学）
　　
◆第五報告　15：40～16：00

日中農業問題における研究方法 .................................................................. 滕　媛媛（大阪商業大学)

◆第六報告　16：00～16：20

中国調査・研究方法 ........................................................................................ 西野真由（愛知県立大学）

◆第七報告　16：20～16：40◆第七報告　16：20～16：40

農民工の調査・研究方法論

—「絶えざる活発な意欲」と「シンパシー」に基づく調査・研究方法論の限界—
.................................................................................................................................. 原田忠直（日本福祉大学）

◆第八報告　16：40～17：00

現代中国農業問題方法論研究........................................................................ 安達満靖（中亜食農研究所）

◆＜全体質疑＞　17：00～17：30（進行　滕　媛媛）

＜お問い合わせ＞
愛知大学国際中国学研究センター（ICCS）事務室  URL:http://iccs.aichi-u.ac.jp
〒453-8777　愛知県名古屋市中村区平池町4-60-6　　TEL:052-564-6120　
Email：iccs-event@ml.aichi-u.ac.jp

◆＜ICCS日中農業問題研究会メンバー報告＞（あいうえお順）14：10～17：30


